
令和６年度 第１回戸田市総合介護福祉市民協議会 会議次第 

 

日時：令和６年６月２８日（金） 

１３時３０分～１５時３０分 

場所：戸田市役所５階 大会議室Ｂ 

 

 

１ 開 会 

 

２ 委員自己紹介及び事務局紹介 

 

３ 会長・副会長の選出 

 

４ 会長挨拶 

 

５ 戸田市総合介護福祉市民協議会について【資料１】 

 

６ 協議事項 

（１）地域密着型サービス事業所の指定更新について【資料２】 

（２）戸田市地域包括ケア計画基本目標１「地域における高齢者の支援体制 

づくりに係る進捗状況について（令和５年度取組報告・令和６年度取組計画） 

【資料３・４】 

（３）「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」事業者の公募について【資料５】 

（４）その他 

 

※議題（１）の際には、運営法人に入室いただき、施設・事業所の運営方針等に 

ついて、直接ご説明いただきます。 

 

７ 閉 会 



戸田市総合介護福祉市民協議会について 
 
１ 設置根拠 

 戸田市高齢者総合介護福祉条例（平成 12年３月 28日施行）第 26条に基づく。 

 

２ 目的 

介護福祉に関する施策の企画立案、実施及び評価等並びに高齢化対策の審議、

推進及び進行管理に当たって市民の意見を反映させるため、協議会を設置し、

会議を行う。 

 

３ 審議事項 

（１）諮問を受けた計画の策定又は変更に関する事項 

（２）指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関する事項 

（３）介護福祉に関する施策に係る事務事業の評価及び当該施策に係る政策評

価に関する事項 

（４）上記以外の、市の介護福祉に関する施策の実施状況の監視その他介護に

関する施策に関する事項 

（５）介護福祉の利用者又はその家族、介護福祉事業者その他の者からの相談

又は苦情に関し、報告があった際、案件に係る相談及び苦情への対応及び

その解決方法、内容等の妥当性に関する事項 

 

４ 過去の協議会での審議案件（参考） 

・敬老祝金支給事業の見直しについて        （平成 26年度） 

・認知症高齢者グループホームの設置について    （令和３年度） 

・第９期戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定について 

（令和５年度） 

 

５ その他 

 委員として知り得た秘密については守秘義務があり、その職を退いた後も同

様とする。 

資料１ 



令和 6年度地域密着型サービス事業所の指定について 

 

1 指定更新 

（1）第 1回会議で審議対象となる事業所（2事業所） 

認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

事業所名 事業所所在地 指定年月日（予定） 指定有効期限年月日 

グループホームみんなの

家・戸田 

戸田市大字新曽 

１０３８－１ 
令和 6年 11月 1日 令和 12年 10月 31日 

 

地域密着型通所介護 

事業所名 事業所所在地 指定年月日（予定） 指定有効期限年月日 

スマイルデイサービス・

楽 

戸田市本町２－１４－

２１ アニバーサリー

戸田公園１Ｆ 

令和 6年 8月 1日 令和 12年 7月 31日 

 

 

（2）第 2回会議で審議対象となる事業所（5事業所） 

認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

事業所名 事業所所在地 指定年月日（予定） 指定有効期限年月日 

グループホームくつろぎ

の家 

戸田市美女木１丁目２

９番４５号 
令和 7年 4月 1日 令和 13年 3月 31日 

 

 

 

 

 

資料２－１ 



地域密着型通所介護 

事業所名 事業所所在地 指定年月日（予定） 指定有効期限年月日 

健やか人生福はうち 

戸田市笹目５－３５－

２２ 大畑第一マンシ

ョン１階 

令和 7年 3月 1日 令和 13年 2月 28日 

通所介護サービス GooDay 
戸田市笹目５－２－１

５ 
令和 7年 4月 1日 令和 13年 3月 31日 

ふくじゅ草 

（注意 1） 

戸田市新曽２１３３－

１ 東館 
令和 7年 5月 1日 令和 13年 4月 30日 

デイサービスセンターく

つろぎの家 

（注意 1） 

戸田市美女木一丁目２

９番４４号 
令和 7年 6月 1日 令和 13年 5月 31日 

（注意1）ふくじゅ草、デイサービスセンターくつろぎの家については、指定予定年月日が令和 7年

度当初のため、令和 6年度に審議を行う予定とする。 

 

 



 

資料２－２ 



 

資料２－２ 













 

資料２－３ 
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「地域における高齢者の支援体制づくり」に係る進捗状況について

（令和５年度取組報告） 

【基本方針等】 

■ 第８期戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画基本方針 

「地域包括ケアシステムの深化・推進」 

基本目標 １.地域における高齢者の支援体制づくり  

地域包括システムの「５つの柱」 他 

1. 介護予防・日常生活支援総合事業の推進（Ｐ2）  

2. 生活支援サービスの推進（Ｐ3・4）  

3. 認知症施策の推進（Ｐ5～8）  

4. 在宅医療・介護の連携推進（Ｐ9～12）  

5. 地域包括支援センターの機能強化（Ｐ13・14） 

6. その他 任意事業（P15） 

7. 参考資料（P16～22） 

① TODA 元気ふっかつ体操教室 チラシ       P16 

➁ まちづくりの会 チラシ            P16 

③ 生活支援体制整備事業 関連          P17 

④ アルツハイマー月間啓発展示・Webセミナー等  P18・19 

⑤ おれんじ通信・認知症ケア相談室 チラシ    P20 

⑥ 在宅医療講演会 チラシ            P21 

⑦ 多職種連携の会 チラシ            P21 

⑧ 人生会議・連携ネット Café チラシ       P21 

⑨ エンディングノート書き方セミナー チラシ   P22 

⑩ ２月号広報 地域包括支援センター特集記事   P22 

⑪ 地域ケア会議（圏域会議・個別会議） 開催状況 P22 

  

資料３ 
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（１） 介護予防・日常生活支援総合事業の推進  

内容 高齢者の介護予防と自立した日常生活の支援体制を構築する。  

第８期（令和３年度～令和５年度）実施内容  

令和３年度 

① TODA元気体操教室の立上げ支援  

・新規教室４か所立上げ、計２８か所となる。 

・介護予防リーダー養成講座（全７回）新たに３７人養成 

・介護予防リーダーフォローアップ講座、リーダー代表者会議の開催 

② TODA元気体操教室のコロナ禍での再開支援  

・既存２４会場中、１２会場再開済 

③ 市主催型フレイル予防の取組 

・TODA元気ふっかつ体操教室（全８回）参加者１６人 

コロナ禍で外出の機会が減少した高齢者を対象に、TODA元気体操を基軸に 

体力測定や健康増進・フレイル予防に係るミニ講座を併せて実施。 

令和４年度 

① TODA元気体操の立上げ支援  

・新規教室（通いの場）年９か所立ち上げとなる。 

・介護予防リーダー養成講座（全７回＋実習）、新たに３１人養成 

・介護予防リーダーフォローアップ講座、リーダー代表者会議の開催 

② TODA元気体操の再開支援  

・２会場を残して再開済み。 

③ 市主催型フレイル予防の取組  

・TODA元気ふっかつ体操教室（全８回）参加者２４人 

 参加者３人は介護予防リーダー養成講座を受講し、新たな介護予防リーダーとなる。 

令和５年度 

① TODA元気体操の立上げ支援  

・新規教室（通いの場）年４か所立ち上げ 現在４０教室（会場） 

・介護予防リーダー養成講座（全７回＋実習）、新たに２７人養成 

・介護予防リーダーフォローアップ講座、介護予防リーダー１３１人参加 

・介護予防リーダー代表者情報交換会の年２回開催⇒会場同士連携強化 

② TODA元気体操の再開支援・既存会場継続支援 

・令和６年２月１日現在で１会場を除いて再開済み 

・新規、既存会場への理学療法士の派遣 年間１２０回派遣 

③ 市主催型フレイル予防の取組 

・TODA元気ふっかつ体操教室（全８回）参加者１３人 

 うち鍛冶谷町会参加者により鍛冶谷町会館にて新規立上げに至る 

課題及び 

方向性 

・介護予防リーダーの不足及び高齢化  

・長引くコロナ禍による、フレイルの懸念  
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（２） 生活支援サービスの推進 

内容 
ボランティア、NPO、民間企業、協働組合等、多様な主体が地域の支え手と 

なる地域づくりを進めるとともに、元気な高齢者の社会参加を促す。 

第８期（令和３年度～令和５年度）実施内容 

令和３年度 

・生活支援コーディネーター（社協２人）+戸田市生活支援・介護予防体制 

推進協議会（以下「協議体」という。）による事業の推進 

① 介護予防啓発チラシを配布 

心と身体の健康をテーマに、市民の方から「好きなこと」と「折り鶴」を募集、

展示することによる密にならない拠点（コミュニケーションの場）づくりを 

提供。併せて、薬剤師会と連携し市内薬局をめぐるスタンプラリーを実施。 

② 担い手養成講座（年１回） 

③ 協議体（年１回：書面）  

第一回内容：「令和３年度事業計画」及び「第４弾啓発チラシ内容」について  

令和４年度 

・生活支援コーディネーター（社協２人）+協議体による事業の推進 

①令和４年度まちづくりの会「～戸田・蕨合同企画～ 住み慣れた地域で暮 

らし続けようの会」を開催 

戸田市、蕨市、戸田市社会福祉協議会、蕨市社会福祉協議会、蕨戸田市医師会、

埼玉県地域リハビリテーション・ケアサポートセンターの共催、戸田市、蕨市

の在住・在勤・在学者を対象とした、生き方を考える「人生会議」の講座、体

いきいき「健康体操（介護予防体操）」の教室、地域の繋がり「サロン体験」

のレクリエーション等を実施 

・日時 Ⅰ令和４年１０月６日、Ⅱ令和４年１０月１３日 

・会場 Ⅰ上戸田地域交流センター、Ⅱ東公民館 

・参加者Ⅰ 20人（うち男性 4人）、Ⅱ 15人（うち男性 3名） 

・講師等 人生会議…辻川ホームクリニック 辻川昭仁院長 

          中島病院 中島昌人院長 

健康体操…理学療法士（地域リハビリテーション・ケアサポートセンター） 

サロン体験…生活支援コーディネーター及びボランティア 

➁担い手養成講座（年３回） 

Ⅰ 生活支援サポーター養成講座 年 2回 9名養成（ボランティアセンターに登録） 

Ⅱ ボランティアセミナリー 年 1 回 4名養成（ボランティアセンターに登録） 

③生活支援サポーター交流会（年１回） 

④生活支援コーディネーター通信の発行 年１回 

内容：生活支援コーディネーターの活動内容の周知 

⑥その他 

地域資源の活動状況の把握や企業連携（ウェルシア薬局）、令和３年度に続 

き戸田市薬剤師会とフレイル予防を目的にスタンプラリー及び既存サロン 

等の支援を実施。 
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令和５年度 

・生活支援コーディネーター（社協２人）+協議体による事業の推進  

①高齢者の居場所（サロン）の新規立ち上げ・支援・企業連携 

・６月、株式会社トーカイ駐車場（喜沢南１丁目）で住民向けラジオ体操開始 

・９月、ウエルシア戸田新曽店で住民向けラジオ体操開始 

・１０月、戸田市薬剤師会とフレイル予防を目的とした「薬局クイズスタンプ

ラリー」を共催 

②生活支援サポーター養成講座 

 ９月２９日開催、７人を養成し、ボランティアセンターへ登録。 

③生活支援サポーター交流会 

 令和６年２月２７日、上戸田地域交流センターあいパルにおいて、「ラジオ

体操と美味しいコーヒーの淹れ方講座～地域活動を始めてみませんか～」を

開催。２５人参加。 

④協議体 年１回 １１月９日開催 

議題 

・地域資源マップ・地域資源リストについて 

・ニーズ調査について 

・TODA元気体操等に伴う公共施設・町会会館等の活用について 

⑤地域資源マップの改訂・地域資源リストの作成 

 令和６年２月に地域資源マップの改訂、３月に地域資源リストを作成。 

⑥令和５年度まちづくりの会 戸田の部 「健康長寿の秋祭り」 

 ・日時 １１月２日 １３時３０分から１６時３０分まで 

 ・会場 上戸田地域交流センターあいパル ３階 ホール 

 ・内容 「栄養ミニ講座」・「人生会議（ACP）の講座」・「介護予防！みんな

で楽しく運動講座」 

 ・参加者 ４１人（男性５人 女性３６人） 

 ・共催 蕨市／戸田市／蕨戸田市医師会／埼玉県地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ・ｹｱｻﾎﾟｰﾄ

ｾﾝﾀｰ／蕨市社会福祉協議会／戸田市社会福祉協議会 

⑦地域ニーズや資源の調査、把握（４月～３月） 

 地域包括支援センターが開催したケアマネ会に参加し、市内の介護支援専

門員に対して高齢者が抱えるニーズ調査を実施。その他、地域ケア会議や、地

域のサロン等に出向きニーズ調査を実施。 

⑧生活支援体制整備に係る周知啓発 

 令和６年１月、市役所２階ロビーにおいて、市民活動啓発展示及び生活支援

体制整備事業啓発展示を実施。 

 生活支援コーディネーター通信 令和６年３月発行 

課題及び 

方向性  

・担い手の発掘及び協議体の効果的な活用方法に関し、課題を抱えている。  

・コロナ禍において拠点整備（高齢者サロン等）が未だ困難である。 

・コロナ禍における地区単位での懇親会の実施が困難である。 
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（３） 認知症施策の推進  

内 容  
認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることのできる地域づくり 

（早期診断・早期対応の仕組み）  

第８期（令和３年度～令和５年度）実施内容  

令和３年度 

① 認知症初期集中支援チーム（戸田病院及び戸田市立市民医療センター）

と連携 

・相談対応２件、チーム員会議１回（令和３年１２月１日時点）  

・認知症初期集中支援チーム検討委員会の開催（２月書面開催）  

② 認知症ケア相談室設置・運営（令和３年度４月１日から設置）  

・設置箇所数：１２か所  

・周知：市広報 

③ 認知症対応型共同生活介護事業所の公募  

  ・令和３年７月１日から令和３年９月３０日までの期間で公募。１事業所が応募 

④ 認知症カフェの支援  

・新型コロナウイルス感染症により、１２か所中１０か所が中止  

⑤ 認知症ケアパスの配布  

・配布数：４，０００部（医療機関、居宅介護支援事業所等に配布）  

⑥ 認知症サポーター養成講座の実施及びおれんじ通信の配布  

  ・全７回 １７１人養成 合計７，２０７人（令和３年１２月１日時点）  

  ・住所等の個人情報を提供いただいた認知症サポーター養成講座受講者に 

おれんじ通信を配布  

⑦ 認知症サポーターステップアップ研修の実施  

  ・令和３年１２月１０日に開催し、２６名が参加。  

※認知症サポーターステップアップ研修は、認知症サポーター養成 

講座を受講し、かつ、地域において活動する人を対象とした研修  

⑧ 認知症施策及び世界アルツハイマーデーの周知・啓発  

  ・令和３年９月１日から令和３年９月２７日までの期間で、市内５か所で 

周知啓発展示を実施 

※展示場所：戸田市役所、戸田市立中央図書館、戸田市上戸田地域交流センタ

ー（戸田市立図書館上戸田分館）、埼玉りそな銀行 戸田支店、T－FRONTE３階  

⑨ 公民連携による各種認知症施策の推進  

  ・第一生命保険株式会社と公民連携による認知症予防に関する Webセミナー

の実施と認知症予防体操ＤＶＤの市内７３介護事業所へ配布  

・埼玉りそな銀行戸田支店と公民連携による認知症チェックツールの活用  
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令和４年度 

① 認知症初期集中支援チームとの連携 

・相談対応２件、チーム員会議３回（令和５年２月１日時点） 

※全て市民医療センター 

・認知症初期集中支援チーム検討委員会の開催（３月開催） 

② 認知症カフェ及び認知症ケア相談室運営・支援 

・認知症カフェ１２か所中１０か所がコロナ禍で休止中  

ろうけん・ちえぞうサロンの２か所のみ開催 

・認知症ケア相談室について広報及び町会回覧で周知 

③ 認知症ケアパスの配布（4,000部発行） 

④ 認知症サポーター養成講座及び認知症サポーターステップアップ研修の開催 

・認知症サポーター養成講座 ９回開催 ２３５人養成（２月１７日現在） 
・認知症サポーターステップアップ研修 １回開催 ２８人受講 

⑤ 認知症施策及び世界アルツハイマーデーの周知・啓発  

９月２１日の世界アルツハイマーデーを中心とし、令和４年９月１日から
令和４年９月３０日までの期間に市内公共施設及び市内事業者等に協力を
得て啓発展示を実施した。 
公共施設：市役所２階ロビー、上戸田地域交流センター、 

戸田市立中央図書館、上戸田分館 
市内事業者：認知症サポート医が在席する市内医療機関（市民医療センタ

ー、とだ小林医院、中島病院）、埼玉りそな銀行戸田支店、 
T-FRONTEイオン薬局北戸田店、戸田中央メディカルケアグル
ープ、戸田病院認知症疾患医療センター、一般社団法人つむ
ぎ Market明文堂書店 TSUTAYA戸田店、未来屋書店イオンモー
ル北戸田店 

⑥ 公民連携による各種認知症施策の推進 
Ⅰ 認知症 Web 講座 明治安田生命こころの健康財団が提供する Youtube講座
（限定公開：令和４年９月１日（木）から９月３０日（金）まで） 
講座名称：認知症を疑ったとき－あれ？と思ったあなたと家族のための認知症講座－ 

参加者５８名 

Ⅱ 認知症とともにあたたかいまちづくり会議 

 ア 目的：「正しい知識の共有」「個人や所属を超えた意見交流」を行い、 

自分自身や職場で取組めることを検討することで、地域企業の 

認知症への理解促進を促し、ひいては官民連携による更なる 

認知症施策の推進を図ることを目的とする。 

イ 開催日時：令和 4年 6月 20 日（月）14時から 16時まで 

ウ 参加事業者等：以下事業所等から 30名が参加 

・保険：第一生命保険株式会社浦和支社、明治安田生命保険相互会社浦和支社 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 埼玉支店川口支社 

・金融：株式会社埼玉りそな銀行 戸田支店及び地域ビジネス部 

株式会社武蔵野銀行 戸田支店 

・交通：東日本旅客鉄道株式会社戸田公園駅、国際興業株式会社戸田営業所 

・医療：戸田市立市民医療センター、戸田中央リハビリテーション病院 

戸田病院認知症疾患医療センター、戸田中央総合健康管理センター 

イオンリテール株式会社（イオン薬局北戸田店） 

・介護：居宅介護支援事業所そめや、愛の家グループホーム戸田笹目 
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デイサービス健やか人生福はうち、東京ロイヤル株式会社、 

とだ優和の杜 

・美容：ビューティー大久保 

・教育：埼玉県立戸田翔陽高等学校 

・商工会推薦：株式会社セイリョウ、つむぎ Market 

・行政、福祉：生活支援コーディネーター、民生委員、市職員 

エ 内容及び講師：以下のとおり 

・講演「認知症の共生に向けた取組」 

株式会社日本総合研究所 マネジャー 高橋 光進氏 

・講演「介護家族から伝えたいこと」 

公益社団法人認知症の人と家族の会 埼玉県支部 副代表 森本 剛氏 

・「オレンジ大使の“これでいいのだ”～若年性認知症になっても挑戦しつづける私～」 

埼玉県オレンジ大使 渡邊 雅徳氏 

・グループワーク「立場を超えての情報共有と事例検討」 

⑦ 認知症本人ミーティングの開催 令和４年度から開始 ３回実施 

令和５年度 

① 認知症初期集中支援チーム 

Ⅰ 第１回認知症初期集中支援チーム検討委員会 

・日時 令和５年８月３１日（木）午後１時３０分から２時まで 

・会場 戸田市文化会館 ５階 多目的ルームＡ 

・内容 認知症初期集中支援チームの役割について 

認知症初期集中支援チームの活動について 

令和６年度以降認知症初期集中支援チームの体制について 

Ⅱ 活動ケース１件（令和６年２月１日時点） 市民医療センターチーム 

② 認知症カフェ（トコカフェ）支援及び認知症ケア相談室周知・啓発 

Ⅰ カフェ総数１４か所 新規開設１か所…養心亭（戸田病院、１２月から） 

Ⅱ トコカフェ会議 １０か所参加  

・日時 令和５年５月２９日１０時から１１時まで 

・議題 自己紹介及びカフェの開催状況について 

    戸田市の認知症施策に関して 

    ９月のアルツハイマー月間の展示に関して 

    トコカフェ祭りについて 

Ⅲ 認知症ケア相談室 

 ・チラシを作成し、認知症ケアパスとともに配布する。 

③ 認知症ケアパスの配布 

内容の改訂を実施 ４，８００部印刷 

薬局・医療機関・介護機関・認知症カフェ・金融機関・郵便局等へ配布 

④ 認知症サポーター養成講座及び認知症サポーターステップアップ研修の開催 

Ⅰ 認知症サポーター養成講座 
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 年間１６回開催 ３０３人養成（予定含む） 

 おれんじ通信の発行 

Ⅱ 認知症サポーターステップアップ研修 年１回開催 

 ・日時 令和５年１２月１１日 １３時３０分から１６時まで 

 ・参加者 ２９人 ※登壇者含め３２人 

 ・研修内容 インタビュー！地域で活動している方の声を聞いてみよう 

       グループワーク「つながろう！地域のオレンジの輪」 

⑤ 認知症施策及び世界アルツハイマーデーの周知・啓発 

９月１日から９月３０日までの期間に公共施設及び市内事業者等にて啓発展示等を実施 

Ⅰ 公共施設等における啓発展示 １０か所 

市役所２階ロビー・上戸田地域交流センター・図書館上戸田分館・中央図書館・ 

各福祉センター（西部、東部、新曽）・各児童センター・スポーツセンター・文化会館 

Ⅱ 協力事業者による啓発展示 ２８か所 

 認知症サポート医在席の医療機関（市民医療センター、とだ小林医院、中島病院）・ 

戸田病院認知症疾患医療センター・戸田中央メディカルグループ・公平病院・ 

戸田市薬剤師会に所属する薬局（１２か所）・埼玉りそな銀行戸田支店・ 

戸田ボートレース企業団・T-FRONTE・七福の湯・天然温泉彩香の湯・ 

明文堂書店 TSUTAYA戸田店・未来屋書店ｲｵﾝﾓｰﾙ北戸田店・くまざわ書店蕨錦町店・ 

埼玉県立戸田翔陽高等学校 他 

⑥ 公民連携による各種認知症施策の推進 

Ⅰ ⑤Ⅱのとおり協力事業者によるアルツハイマー月間啓発展示の実施 

Ⅱ 市民向け認知症 Web講座の実施 

 ・連携事業者 公益財団法人 明治安田こころの健康財団 

 ・講座 認知症を疑ったとき－あれ？と思ったあなたと家族のための認知症講座－ 

 ・視聴人数 １１人 

⑦ 認知症本人ミーティング 年２回 開催 

・第１回 令和５年５月１８日 １０時から１２時まで 彩湖自然学習センター 

     本人参加者２人 

・第２回 令和６年３月１４日 １４時から１５時３０分まで 

上戸田地域交流センターあいパル ３階ホール 

参加者５人 

⑧ 認知症本人の社会活動に資する取組支援 

認知症本人が自らの役割を感じ、社会に参画した活動が実施できるよう認知症地域支援

推進員が主導で支援実施。 

・デイサービスでの認知症本人を対象としたイベント実施（２回） 

・デイサービスでの認知症当事者によるボランティア活動に係るコーディネート（２件） 

⑨ 戸田市認知症とともに生きるあたたかいまちづくり条例を制定 

課題及び 

方向性  

・認知症サポーター養成講座受講者等の積極的な活動促進について  

・コロナ禍における認知症カフェの再開について  
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 （４） 在宅医療・介護の連携推進  

内容 
市が医師会等と連携しながら、地域の医療機関・介護機関の連携体制の構築を

図る。  

第８期（令和３年度～令和５年度）実施内容  

令和３年度 

① 医療・介護連携ネットワーク会議の開催（年２回予定）  

【議題】 

・介護支援専門員に実施した医療 

・介護連携等アンケート結果について入退院支援ルールの進捗について  

・介護支援専門員に実施した医療・介護連携等アンケート結果から抽出 

された医療・介護の連携について 

令和３年１１月１１日に第１回を実施。第２回はコロナ禍で中止。 

② 医療・介護関係者向けの研修（南部保健所・川口市・蕨市共催） 

令和４年１月２７日（木）１４：００～１６：００  

川口駅前市民ホール フレンディア【オンライン開催】 

・パネルディスカッション「意思決定の支援に多職種がどう関わるのか」 

講師：杉浦医院 院長 杉浦 敏之 医師  

③ 市民向け講演会の開催（南部保健所・川口市・蕨市共催） 

コロナ禍のため中止 

④ 蕨戸田市在宅医療支援センターによる相談事業  

・相談件数…月１０件程度 

・往診医の登録…３９人 

・在宅療養支援ベッドの確保… 県の補助事業は令和２年度で終了したが、 

令和３年度からも協力医療機関５か所 

による輪番対応を継続。 

⑤ 電子媒体を使った医療・介護関係者相互の連絡手段の確保  

（MCS：メディカルケアステーションの普及）  

・１８３人登録 事業所６３か所 １５職種  

⑥ エンディングノートの作成・配布 1,400部  

⑦ 「歩き愛 さあ！動き出そう！！～人生会議・健康・わが町で・・・～」

戸田市・蕨市・蕨戸田市医師会・埼玉県地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ･ｹｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、 

蕨市社会福祉協議会・戸田社会福祉協議会 共催 

Ⅰ日程：令和３年１１月１８日開催 

Ⅱ会場：芦原町会会館（戸田市）、仮称２号公園（戸田市）、 

わらびりんご公園（蕨市）、飯野医院（蕨市） 

Ⅲ内容： 

・蕨戸田市医師会の ACP 普及啓発講師人材バンク登録制度を利用した、医師

（中島病院【戸田市】 中島医師、辻川ホームクリニック【蕨市】 辻川医

師）による「人生会議」のミニ講義 

・公園を活用した理学療法士によるフレイル予防体操 
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・顔の見える関係づくりのために生活支援コーディネーターによる地域の医

院を会場としたレクリエーション 

以上を盛り込んだ、戸田市と蕨市の両市をまたぐ約２ｋｍのウォークラリー

（スタンプラリー）を実施。  

Ⅳ参加者：市民（戸田市民、蕨市民）２１人が参加。 

令和４年度 

① 医療・介護連携ネットワーク会議の開催（年２回：12月、3月） 

内容：医療・介護連携の課題に対する検討、入退院支援ルールの進捗  

② 市民向け講演会の開催（南部保健所・川口市・蕨市との共催） 

日時：１０月２０日（木）午後 2時～3時 45分（受付:午後 1時 30分～） 

場所：川口駅前市民ホール ４階フレンディア 

講演：「人生会議ってなに？」 

講師：金山町たたら内科 院長 長江 厚 氏 

対象者：川口市・戸田市・蕨市 在住・在勤・在学の方 

一般受講者数：４７名 

③ 医療・介護関係者向けの研修（南部保健所・川口市・蕨市との共催） 

日時：令和５年２月２日（木） 

対象：川口市、蕨市、戸田市に勤務する医療・介護関係者 

会場：戸田市文化会館 展示室 

内容：（１）基調講演 

「在宅医療における多職種連携の新世界」 

講師：医療法人社団仁真会 辻川ホームクリニック 

医師 辻川 昭仁 氏 

（２）ワークショップ 

「入退院時の介護と医療の連携」について 

 参加者：７９名 

④ 蕨戸田市在宅医療支援センターによる相談事業及び医療・介護連携事業 

・相談件数…月１０件程度 

・往診医の登録…４２人 

・在宅療養支援ベッドの確保…協力医療機関 4か所による輪番対応を継続 

・連携ネット Café（オンライン：Zoom）顔の見える関係づくり、研修会 

 第 6回 地域包括ケアシステムにおける認知症アセスメント 

『DASC-21』を一緒に学びましょう！ 

第 7回 薬剤師さんに聞く、医薬品の基礎知識 

「皆さんは、お薬の話できますか？」 

⑤ 電子媒体を使った医療・介護関係者相互の連絡手段の確保  

（MCS：メディカルケアステーションの普及）  
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・２０１人登録 

・事業所６５か所 

・１５職種 

⑥ エンディングノートの作成及び書き方セミナーの開催 

・エンディングノート 株式会社ジチタイアド 1,400部 

           第一生命保険株式会社 1,000部 合計 2,400部 

・エンディングノート書き方セミナー 第一生命保険株式会社 連携事業 

 令和５年１月２５日（水）１４時から１５時まで 28人参加 

⑦ ACP普及啓発講師人材バンク派遣事業（県事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度  

① 医療・介護連携ネットワーク会議の開催 年２回 蕨市と合同 

第１回【対面開催】日時 ８月３１日（木）１４時から１５時まで 

         内容 両市の在宅医療・介護推進事業の進捗報告 

両市の健康・医療情報等の分析結果報告 

蕨戸田市在宅医療支援センターの取り組みについて 

入退院支援ルールの策定・運用について 

第２回【書面開催】内容 令和５年度在宅医療講演会及び多職種連携の会 実施報告 

入退院支援ルール説明動画の公開について 

在宅医療支援センター取組報告 

② 医療・介護関係者向けの研修（南部保健所・川口市・蕨市との共催） 

多職種連携の会 「多（他）職種との連携について考える」 

・日時 令和６年１月２３日（火）１４時から１６時まで  

・会場 戸田市文化会館 ２階 展示室 

・参加者 川口市、蕨市、戸田市に勤務する医療介護関係者等 ７２人 

・内容 【体験談】みつわこまち介護相談室 浅野 直美 ケアマネジャー 

    【ワークショップ】各自の成功・失敗体験を共有しよう！ 

③ 市民向け講演会の開催（南部保健所・川口市・蕨市との共催） 

在宅医療講演会 「いつまでも若さを保つ口腔ケア～素敵な笑顔で明るい人生を～」 

・日時 １０月１２日（木）１４時から１６時まで 

・会場 上戸田地域交流センター（あいパル） 多目的室 

・参加者 川口市、蕨市、戸田市に在住、在学、在勤の市民 ５４人 
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・内容 歯科医師の専門的な知見やご経験を踏まえ、嚥下や口腔ケアをはじめとする 

「健口」の重要性についての講演 

 自宅に帰ってから取り組むことができる口の体操について、言語聴覚士によ 

る講演・実践指導 

  ・講師 蕨戸田歯科医師会 はねだ歯科クリニック 院長 羽根田 高洋先生 

      医療法人社団東光会 戸田中央ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 言語聴覚士 遠藤 智美氏 

④ 蕨戸田市在宅医療支援センターによる相談事業、研修事業、講演事業 

・相談件数…月１０件程度 

・往診医の登録…４２人（令和５年１２月末時点） 

・在宅療養支援ベッドの確保…主治医から要請あれば、センターが協力医療機関 

４か所へ依頼する体制 

・連携ネット Café（オンライン：Zoom） 顔の見える関係づくり 研修会 

 ６月 ８日（木）『褥瘡ケアの実際』~皮膚のトラブルどうしていますか？~ 

８月２３日（水）『明日から実践!!運動マネジメント』 

令和６年２月２２日（木）『食べるって素晴らしい』 

  ・在宅緩和ケア充実支援事業の一環として戸田中央総合病院緩和病棟と協働事業 

   緩和ケアカフェ開催 ５月・７月・９月開催 連携の強化に努める 

  ・患者が望む医療の実現 「人生の最終段階の医療・ケアに関する普及啓発事業」 

   ACP普及啓発講師人材バンク派遣事業（県事業） 
 

⑤ 電子媒体を使った医療・介護関係者相互の連絡手段の確保 

【MCS：メディカルケアステーションの普及】 

・登録人数２４５人 

・事業所７８か所 

・１５職種 

⑥ エンディングノートの作成及び書き方セミナーの開催 

・エンディングノート 第一生命保険株式会社連携事業 ２，０００部作成 

・エンディングノート書き方セミナー 第一生命保険株式会社連携事業 

 １回目 ８月７日（月）１４時から１５時まで 市役所大会議室 ４４人参加 

 ２回目 １２月１３日（水）１４時から１５時まで 市役所大会議室 ３３人参加 

⑦ 社会的処方の取組の実施 

講師氏名 講師医療機関名 実施日 時間 開催者 場所 参加者 

中島 昌人 

医師 
中島病院 6/22 14時～15時半 上町町会 上町会館 55 

梅田 浩 

医師 
梅田クリニック 6/28 14時～15時半 

戸田市福祉センター 

戸田市立包括 

西部福祉 

センター 
19 

中島 昌人 

医師 
中島病院 11/2 14時半～15時半 まちづくりの会 

上戸田地域 

交流センター 
42 

課題及び 

方向性  

・医療と介護の連携の強化  

・顔の見える関係づくりの構築  
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（５） 地域包括支援センターの機能強化  

内容 
地域包括支援センター（以下「包括」という。）で対応する個別案件事例の検

討を通して、地域の課題を把握し、多職種協働による支援づくりを進める。  

第８期（令和３年度～令和５年度）実施内容 

令和３年度  

① 戸田市自立支援型地域ケア会議について、３か月に１回開催。第１回

（５月）は、コロナ禍のため中止。第２回は令和３年８月２６日

（木）、第３回は令和３年１１月２５日（木）に開催。 

第４回２月２４日（木）はコロナ禍のため中止。  

②地域ケア個別会議の開催（地域包括支援センターが主催）→13回 

・各地域包括支援センターにて実施 

③地域ケア圏域会議の実施（地域包括支援センターが主催）→0回 

※関係者間のネットワークを構築し、各包括圏域の課題を解決する。  

・各地域包括支援センターにて実施（美笹あんしんネットワークなど） 

④地域ケア推進会議については、地域課題を確認し随時、実施。→0 回 

※個別及び圏域の現状を把握し、市全体の課題を把握する。 

⑤地域包括支援センター運営協議会（以下「運協」という。）２回開催  

・令和３年度第１回運協を令和３年６月に書面により開催  

➡令和２年度包括事業実績報告・承認、令和３年度包括事業計画の承

認、介護予防ケアプラン作成業務の一部委託に係る承認  

・令和３年度第２回運協を令和３年１２月に書面により開催  

➡令和２年度包括決算報告・承認、戸田市立地域包括支援センターの

基幹型地域包括支援センターへの移行に係る報告・承認 

介護予防ケアプラン作成業務の一部委託に係る承認 

令和４年度  

 

① 戸田市自立支援型地域ケア会議、３か月に１回（年４回）開催 

・各回 新規事例２件 モニタリング事例２件 

② 戸田市自立支援型地域ケア会議研修会 

・参加者４０人 

・対象事業所…居宅介護支援事業所、小規模多機能型居宅介護、 

地域包括支援センター 通所介護、訪問介護 

・研修内容 

Ⅰ戸田市の目指す自立支援 

Ⅱ自立支援の考え方について 

Ⅲ自立支援を目指す地域ケア会議の資料について 

Ⅳ令和５年度戸田市自立支援型地域ケア会議のスケジュールについて 

③ 地域ケア個別会議の開催（地域包括支援センターが主催） 10回 

④ 地域ケア圏域会議の実施（地域包括支援センターが主催） 9回 

⑤ 地域ケア推進会議については、地域課題を確認し随時、実施 0回 
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⑥ 地域包括支援センター運営協議会の２回開催  

➡令和３年度包括事業実績及び決算報告、令和４年度包括事業計画報告、

介護予防ケアプラン作成業務の一部委託に係る報告  

令和５年度 

① 戸田市自立支援型地域ケア会議は、３か月に１回（年４回）開催 

第１回  ５月 参加者総数５０人 うち傍聴者１６人 

第２回  ８月 参加者総数４８人 うち傍聴者１８人 

第３回 １１月 参加者総数４６人 うち傍聴者１４人 

第４回  ２月 参加者総数３２人 うち傍聴者 ６人 

② 地域ケア個別会議の開催（地域包括支援センターが主催） ９回 

市立包括 ４回開催 

新曽包括 １回開催 

中央包括 ３回開催 

東部包括 １回開催 

③ 地域ケア圏域会議の実施（地域包括支援センターが主催） １０回 

市立包括 ２回開催 

新曽包括 ３回開催 

中央包括 ２回開催 

東部包括 ３回開催 

④ 地域ケア推進会議については、地域課題を確認し随時、実施する。 

令和５年度は開催なし ０回 

⑤ 地域包括支援センター運営協議会 １回開催 

・日時 ９月７日 １４時から１５時２５分まで 

・議題 令和４年度戸田市地域包括支援センター事業報告 

介護予防ケアプラン作成業務の一部委託について 

令和４年度戸田市地域包括支援センター決算報告 

令和５年度戸田市地域包括支援センター事業計画 

地域包括支援センターへの委託料の見直しについて 

⑥ 地域包括支援センターの周知強化 

・令和６年２月号広報特集ページ記事 

・地域包括支援センターチラシ刷新 ２，５００部 

課題及び 

方向性 

・地域課題の解決のための施策まで打ち出せていない。 

・戸田市自立支援型地域ケア会議や地域ケア会議から抽出された地域課題を

解決するための、支援づくりを進める。  
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●そのほか 

地域支援事業 任意事業 

【目的】 

地域の高齢者が、住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続してい

くことができるようにするため、介護保険事業の運営の安定化を図るとともに、

被保険者及び要介護被保険者を現に介護する者等に対し、地域の実情に応じた

必要な支援を行うことを目的とする。 

 

１ 介護給付等費用適正化事業 

① 認定調査状況チェック 

② ケアプランの点検 

③ 住宅改修等の点検 

④ 医療情報との突合・縦覧点検 

⑤ 介護給付費通知 

 

２ 家族介護支援事業 

① 家族介護教室事業 令和５年度 受託法人の拡充 ２法人⇒５法人 

                 教室開催 年間２９回 

② 認知症高齢者見守り事業 

 

３ その他事業 

① 介護サービス相談員派遣等事業 

➁ 成年後見制度利用支援事業 
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① TODA 元気ふっかつ体操教室 チラシ 

 

➁ まちづくりの会   
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③ 生活支援体制整備事業 関連 

←・生活支援サポーター養成、交流会 

↓・フレイル予防 クイズスタンプラリー 

・民間事業者連携による高齢者集いの場の立上げ（ラジオ体操） 

・地域資源マップの改訂 
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④ アルツハイマー月間啓発展示・Webセミナー等 

 
埼玉りそな銀行戸田支店 

 
くまざわ書店蕨錦町店 
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幼児・児童向け啓発 
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   ⑤ おれんじ通信                 ↓認知症ケア相談室 
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⑥ 在宅医療講演会                多職種連携の会 

 
 ⑦ 連携ネット Café                人生会議（ACP） 
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 ⑨ エンディングノート書き方セミナー     ⑩ ２月号広報 地域包括支援センター特集記事 

 
 ⑪ 地域ケア会議（圏域会議・個別会議） 開催状況 

№ 実施日 包括圏域 会議種別 会議内容の概要
キーワード

地域課題

1 令和5年4月28日 東部
個別会議

(課題解決)

独居・要介護2・中等度知的障害で、商店やコンビニ等地域での問題行動.ある主について、施設入所を検討しつつ、在宅生活を

継続する場合の関係機関の関わり方について

独居

生活保護

知的障害

地域での迷惑行

為

入所拒否
権利擁護

金銭管理

2 令和5年5月12日 市立
個別会議

(課題解決)
厚生労働大臣が定める回数以上の訪問介護（生活援助中心型サービス）を位置づけたケアプランの検証

一人暮らし

同居家族無し
やむを得ない事情 認知症

3 令和5年5月15日 中央
個別会議

(課題解決)

要介護3で、高次脳機能障害があり、認知機能の低下がみられ、単身独居でキーパーソン不在である主の在宅生活継続のために

必要な支援と関係機関それぞれの支援における役割について

一人暮らし

同居家族無し

キーパーソン不在

ペット

ペットの世話

ペットの行き先

権利擁護

認知機能低下
通院支援

4 令和5年5月25日 全体
個別会議

(自立支援)

自立支援型地域ケア会議

新規２事例

モニタリング２事例

地域資源活用 認知症

5 令和5年6月20日 新曽 圏域会議

新曽地域包括支援センターの相談実績およびSCの説明をした後、地域課題をテーマとしたグループワークを実施。町会、老人会、

こども会等の担い手不足が多くのグループで課題として挙げられ、集客力の高いイベントの実施や、会場までの移動支援などが解決

策として示された。

担い手不足

会員減少
会場までの移動

集客力の高い催

し、イベント

6 令和5年7月11日 東部 圏域会議

地域包括支援センターが地域住民と共に、活動の基盤を作るために、令和5年10月頃に生活支援コーディネーターと連携してイベ

ントを開催する。イベント参加者の中から活動の中心となり動いてくれそうな方に声をかけ、地域に必要とされる集いの場や居場所と

して活動の運営を担ってもらえるようにする。その後地蔵堂をサテライト的に活用する企画等を含め、活動内容を地域住民と共に検

討していく。

担い手不足 協力団体の確保

7 令和5年7月18日 中央 圏域会議

町会・民生委員・老人会・薬局薬剤師が参加し、地域活動の現状と課題について話し合った。各々が高齢者の支援を行っている

が、町会や老人会の加入者の減少や、マンション住民とのコミュニケーションの取りづらさ、認知症が疑われる方へのサポートなどが課

題として挙がった。

町会・老人会の加

入者減少

町会役員の高齢

化

民生委員とマンショ

ン住民のコミュニ

ケーション不足

薬局での認知症

対応

8 令和5年7月19日 市立 圏域会議

ネットワーク会員から包括に寄せられた見守り発見の事例紹介、市の出前講座受講による見守り意識の啓発、マイ・タイムラインの

作成方法の周知を行った。災害時に要支援者の把握・支援が行えるよう、地域の防災についての啓発を行い、災害時に地域で助

け合えるように日頃からコミュニケーションを密にしておく必要性が見い出された。

災害時の支援

9 令和5年8月24日 全体
個別会議

(自立支援)

自立支援型地域ケア会議

新規２事例

モニタリング１事例

認知症 ボランティア活用

10 令和5年9月15日 東部 圏域会議

地蔵堂の活用をベースに、新たな集いの場創出のための意見交換を行い、以下のイベントを開催することとなった。

第１弾：10/20（金）、戸田の昔の写真を持ち寄って回想法を行うイベント

第２弾：11/17（金）、戸田歴史ガイドの方の説明を受けながら地蔵堂周辺を散歩するイベント

集いの場 担い手不足
地域包括ケアシス

テム

11 令和5年11月6日 新曽
個別会議

(課題解決)

他者との関りを拒否していて、介入を望まないケースについて、見守りのあり方や、救急通報の判断について話し合われた。結論とし

ては、包括や町会長・民生委員等の地域住民が、できる範囲で見守りを続けていくこととなった。また、別居の親族が本人との電話

連絡を継続し、熱センサー等を利用した見守りシステムの導入について提案する予定である。

独居
他者との関わり拒

否
見守り体制

12 令和5年11月22日 中央
個別会議

(課題解決)

独居。自己判断で内服を中止したことで統合失調症の症状が悪化し、令和5年7月入院。介護保険新規申請するも非該当。生

活支援の受けられる施設への入所に向けて、障害者基幹相談支援センター、委託相談支援事業所と連携し、障害福祉サービスを

利用する方向で進める。

精神疾患

統合失調症

日常生活援助

通院同行

金銭管理

要介護認定非該

当

生活困窮

生活保護

13 令和5年11月30日 全体
個別会議

(自立支援)

自立支援型地域ケア会議

新規２事例

モニタリング３事例

地域資源 栄養指導 リハビリ 服薬管理

14 令和5年12月4日 東部 圏域会議

「集いの場」の基盤を作るために、令和６年３月頃を目途に「気軽に参加できる場」づくりを住民主体で行う。参加者からは、季節

の植物や歴史解説、音楽等の趣味活動といった学びの意欲が湧いたり飲食等の楽しみがあったりするような集いの場にしたいとの要

望があった。場づくりの活動を重ねる中で、地域住民が自発的に「気軽に参加できる場」の運営を担うように促す。

集いの場 住民主体

15
令和5年11月27日

令和5年12月13日
新曽 圏域会議

戸田市の現況説明や第１回会議の振り返りをした後、先進的好事例（ちえぞうサロンでのボランティア活動、田んぼ公園での田植

え）を紹介。グループワークでは地域課題について話し合い、多世代交流やイベント参加者を増やす方策（回覧板・SNSの活用、

インセンティブの検討等）などを議論。最後に地区単位でグループになり、各地区の実情に合わせた取り組みの実施を検討。

多世代交流
イベントへの

参加者確保

16 令和5年12月13日 市立
個別会議

(課題解決)

要介護４で次男（無職）と同居しているがネグレクトが疑われる。在宅生活の継続を希望する本人の意思を尊重し、ケアマネ

ジャーやデイサービス職員による清潔の保持の助言・見守りを行うこととなった。また、本人及び同居の次男に対しては、介護サービス

やごみ出しボランティア等の資源を提供していく。

8050問題 ネグレクト ごみ屋敷

17 令和5年12月15日 市立
個別会議

(課題解決)

家族希望での介護老人保健施設退所に伴う担当者会議にて、家族がケアマネジャーを恫喝。契約ができない旨を伝えたところ、代

わりのケアマネジャーを用意するよう要求してきたため地域包括支援センターが介入。地域包括支援センターが家族に対してケアマネ

ジャーの業務範囲等説明し、別のケアマネジャーを紹介した。今後も担当ケアマネジャー・地域包括支援センター・健康長寿課で情

報共有を含めた連携を図り、必要に応じて埼玉県の「暴力・ハラスメント相談センター」等へ相談することとした。

不当要求
ケアマネジャーの変

更
ハラスメント
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第９期計画基本目標１「地域における高齢者の支援体制づくり」に係る進捗状況
について【令和６年度取組計画】 

１ 介護予防・日常生活支援総合事業の推進 

目指すべき姿 ・総合事業対象者に対し、民間企業、ボランティアなど地域の多様な主体によ

るサービスの提供がなされる体制の構築 

・誰もが容易に通える場とすることで、介護予防に取り組む高齢者の増加や、

多様な集いの場が継続的に拡大していくような地域の構築 

・リハビリテーション専門職と連携し、高齢者が自分の能力に応じて自立した

生活ができるように支援する取組を推進し、要介護状態になっても生きがい

や役割をもって生活できる地域の構築 

令和６年度 

具体的事業と 

目標値 

高齢者の保健事業と介護予防の 

一体的実施事業 

実施会場（TODA元気体操教室） 

４会場 

地域住民介護予防教室（会場）支援 

事業 

理学療法士のTODA元気体操教室

（会場）への派遣人数 

延べ１６０人 

介護予防リーダー（TODA元気体操 

リーダー）フォローアップ講座事業 

受講人数 

１６０人 

介護予防リーダー代表者 

情報交換会事業 

開催回数 

２回 

介護予防リーダー（TODA元気体操 

リーダー）養成講座事業 

養成人数 

３０人 

TODA元気体操教室 

（会場）の新規整備事業 

立上げ教室（会場）数 

３教室（会場） 

 

２ 生活支援体制整備事業の推進 

目指すべき姿 ・高齢者が健康づくりに励んだり、様々な地域・社会活動に参加したりするこ

とができる環境整備 

・高齢者の日常生活の困りごとを含む日常課題等に対応するための支え合い

の仕組みやそのための地域での協力体制の構築 

令和６年度 

具体的事業と 

目標値 

戸田市生活支援・介護予防体制 

推進協議会（協議体）の開催事業 

開催回数 

２回 

サロン（ラジオ体操）の担い手講座事業 
開催回数 

２回 

 

  

資料４ 
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３ 認知症施策の推進 

目指すべき姿 ・認知症の人やその家族の視点を重視しながら、認知症に対する取組をより

一層推進し、認知症に関わる全ての市民が住み慣れた地域で希望と尊厳を保

ちながら、安心して暮らせるまちの実現 

・認知症に関する正しい知識と認知症の人に関する正しい理解の普及、促進

のための取組を推進することで、既存の先入観が払拭され、認知症に関わる

全ての市民が住み慣れた地域で希望と尊厳を保ちながら、安心して暮らせる

まちの実現 

・認知症本人の声やその家族の視点を生かした地域づくりのため、市民、事業

者、関係機関等の地域の多様な主体との更なる連携体制の構築 

・認知症の人やその家族の声を聞く機会を確保し、収集した認知症本人の声

をどう施策に活かすべきかを多様な主体とともに考える機会を創出 

・認知症の人が早期に支援を受けられるよう、医療と福祉と介護の連携促進

を図るとともに、相談体制の整備 

令和６年度 

具体的事業と 

目標値 

認知症サポーター養成講座事業 
年間受講者数 

４５０人 

認知症サポーターステップアップ研修 

事業 

開催回数 

１回 

認知症に関する正しい知識と認知症の

人に関する正しい理解の普及・促進の

ための事業（映画上映会） 

鑑賞者数 

２００人 

認知症本人ミーティング事業 
開催回数 

３回 

認知症初期集中支援チーム検討委員会 

事業 

開催回数 

１回 
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４ 在宅医療・介護の連携推進 

目指すべき姿 

・医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分ら

しい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、医療機関と介護事業

所が円滑に連携し、切れ目のない在宅医療と介護サービスが提供されること

で、ひいては、医療・介護・生活支援サービスが包括的に提供される体制の構

築 

・人生の最期の段階まで自分らしく安心して、本人が望む場所において、本人

が望む形で在宅療養を継続するために、高齢者本人や高齢者を支える世代が

在宅療養のイメージを持つことができるようにする 

令和６年度 

具体的事業と 

目標値 

医療・介護連携ネットワーク会議の開催 

事業 

開催回数 

２回 

社会的処方の取組の進行管理と 

点検・評価事業 

※地域包括支援センター会議にて実施 

点検・評価回数 

６回 

多職種連携の会 

開催事業 

開催回数 

１回 

在宅医療講演会 

開催事業 

開催回数 

１回 

ACP普及啓発講師 

人材バンク派遣事業 

派遣回数 

3回 

エンディングノート書き方セミナー 

開催事業 

開催回数 

２回 

 

５ 地域包括支援センターの機能強化 

目指すべき姿 

・地域包括支援センターが、地域の高齢者の総合相談、権利擁護や地域の支

援体制づくり、介護予防の援助など、地域住民の心身の健康の保持及び生活

の安定のために必要な援助を行うことによって保健医療の向上、福祉の増進

に寄与すること 

・地域の保健・福祉・医療サービスを提供する者や、ボランティア活動に取り組

む担い手との協働を実現し、各々が有機的に連携できる体制整備 

・各種地域ケア会議や協議体への参加を通じて、町会連合会、民生委員協議

会、戸田市介護支援専門員連絡協議会等との関係構築 

令和６年度 

具体的事業と 

目標値 

地域ケア圏域会議事業 

【地域包括支援センター主催型】 

開催回数 

8回 

※全地域包括支援センター合計 

自立支援型地域ケア会議事業 

【市主催型】 

開催回数 

4回 

 



 

   「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」事業者の公募について 

１ 地域密着型サービスとは  

  地域密着型サービスとは、今後増加が見込まれる認知症高齢者や中重度の要介護高齢者等が出来る限り住み慣れた

地域での生活が継続できるように、平成１８年４月の介護保険制度改正により創設されたサービス体系です。  

  戸田市が事業者の指定や監督等を行い、施設などの規模が小さいので、利用者のニーズにきめ細かく応えることが

できます。 

  以上のことから、利用者は原則、戸田市民に限定されております。  

  地域密着型サービスの種類は下記のとおりです。  

（令和６年４月１日現在）  

 サービス種別  サービス概要  対象者  整備状況  

１ 
定期巡回・随時対応型訪問介護

看護  

介護職員と看護師の定期的な訪問を受けます。また、

通報や電話による随時対応を行います。  

要介護１以上  
０箇所  

２ 夜間対応型訪問介護  
夜間帯に訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者の

自宅を訪問します。  

要介護１以上  
０箇所  

３ 地域密着型通所介護  
定員１８人以下の小規模な通所介護施設で、食事・

入浴などの介護や機能訓練を日帰りで提供します。  

要介護１以上  
１１箇所  

４ 
認知症対応型通所介護 

（介護予防含む）  

認知症と診断された高齢者に対して食事・入浴など

の介護や支援、機能訓練を日帰りで提供します。  

全ての認定者  

３箇所  

資料５  



- 2 - 
 

 サービス種別  サービス概要  対象者  整備状況  

５ 
小規模多機能型居宅介護  

（介護予防含む）  

小規模な住居型の施設への通いを中心に、自宅への

訪問、施設への宿泊を組み合わせて提供します。  

全ての認定者  
２箇所  

６ 看護小規模多機能型居宅介護  

小規模多機能型居宅介護のサービスに訪問看護の機

能が組み合わさったサービスで、より医療依存度の

高い方への対応が可能です。  

要介護１以上  

０箇所  

７ 
認知症対応型共同生活介護  

（介護予防含む）  

認知症と診断された高齢者に対して共同で生活しな

がら、食事・入浴などの介護や支援、機能訓練を提

供します。  

要支援２以上  

１０箇所  

８ 
地域密着型特定施設入居者生活

介護  

定員２９人以下の小規模で運営される介護付有料老

人ホーム等（介護専用型特定施設）です。  

要介護１以上  
０箇所  

９ 
地域密着型介護老人福祉施設入

所者生活介護  

定員２９人以下の小規模で運営される特別養護老人

ホームです。  

要介護１以上  
０箇所  
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２ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護とは 

  定期巡回・随時対応型訪問介護看護（以下「定期巡回」という。）は、地域密着型サービスの一つで、日中、夜間

を通じて訪問介護と訪問看護の両方が提供され、定期的な訪問に加え、緊急時には随時の訪問も実施されるものです。

本サービスの特徴は、以下のとおりです。 

 （1）２４時間３６５日、切れ目のない安心感を得ることができるサービス  

   巡回（定期訪問）と随時コール（サービス提供事業者のオペレーターに繋がる）を組み合わせた２４時間３６５

日のサービスで、提供事業者との途切れのないつながりにより、利用者やその家族にとって安心感をもたらします。 

 （2）利用者の「できること」を増やす（減らさない）ことができるサービス  

  ア 定期巡回は、包括報酬であるため、利用者へのサービス提供時間が少なくなってもサービス提供事業者の収入

は変わらない 

  イ 最低○分以上訪問しなければならないという時間の縛りがなく、声掛けだけの巡回等も可能  

  ウ 利用者の日々の状態変化に応じて、サービス提供事業者側の判断により、柔軟に内容、回数、時間の変更が可

能 

  エ 随時コールがあるため、利用者は、いつでも助けを求めることが可能  

 （3）体調悪化時には素早く柔軟に対応できるサービス  

   定期巡回は、積上げ式の報酬体系でないことから、全体の単位数の給付管理をする必要がなく、内容、回数、時

間を利用者の日々の状態に応じ、柔軟かつ速やかにサービス提供ができます。  
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３ 本市におけるこれまでの経過  

  定期巡回については、平成２６年度に事業所の公募を実施し、平成２８年３月から１事業所で運営が開始されまし

たが、コロナ禍による利用者の減少などにより事業運営が困難となり、令和４年１月末をもって当該事業所は廃止と

なりました。その後、市内の居宅介護支援事業所に対し実施しましたアンケート結果（詳細は５：市内アンケート結

果のとおり）などを踏まえ、令和６年３月に策定しました「第９期戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（計画

期間：令和６年度から令和８年度まで）」において、当該計画期間中に定期巡回の新設に取り組むこととしたところ

です。 

 

４ 整備予定 

  第９期戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画においては、次のとおり整備を予定しております。  

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

整備事業所数 ０ １事業所 ０ 

利用者数 ２人 ３０人 ３０人 

   ※利用者数については、１月当たりの人数  

   ※定期巡回以外の種類の地域密着型サービス事業者を公募する予定はありません。  

 

５ 市内アンケート結果 

  令和５年１２月に市内２４の居宅介護支援事業所に対し、定期巡回の利用が見込まれる利用者数等を調査した結果、

５９名の利用が見込まれるとの結果となりました。 
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６ 近隣自治体の指定事業所数（令和５年３月末時点：埼玉県ＨＰから）  

NO 市町村名 事業所数 備考 

１ さいたま市 ９か所 （休止中の事業所、他市の事業所指定を含む）  

２ 川口市 ９か所 （休止中の事業所を含む） 

３ 蕨市 １か所  

４ 和光市 ６か所  

NO 市町村名 事業所数 備考 

５ 朝霞市 ２か所 （他市の事業所指定を含む）  

６ 志木市 ２か所 （他市の事業所指定を含む）  

  ※６３市町村のうち５２市町で定期巡回を実施中（県内の市では、戸田市と八潮市が未実施）  

 

７ 戸田市の被保険者の利用状況 

  市内には、事業者がなく、他市の事業所指定もしていないことから、現在の利用者は少なく２名となっている。こ

の２名については、他市の住所地特例施設に入所したことで、保険者は戸田市のままとなり、当該自治体の定期巡回

を利用している状況です。  
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８ 今後のスケジュール 

  令和６年 ６月    市民協議会において説明（本日）  

  令和６年１２月    公募に当たっての募集要項の作成  

  令和７年 １月    市民協議会において募集要項等の説明  

  令和７年 ２月～３月 事業者の公募 

  令和７年 ４月    候補事業者の選定 

  令和７年 ７月    市民協議会において候補事業所の指定に係る審議  

  令和８年 ４月まで  運営開始 

 


